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実施にあたって 

一般社団法人日本産業技術教育学会 会長 村松 浩幸

私どもの学会は技術，テクノロジーの教育の振興を目的に 60 年の歴史がある学会であり，様々な

取り組みをしております。本コンテストはその一環です。本年度は，2022 年（令和 4 年）1 月 23 日

に，“技術教育創造の世界 第 24 回「エネルギー利用」技術作品コンテスト”の表彰式をオンライン

にて開催しました。コロナ禍の中で昨年に続いてのオンラインの開催でしたが，表彰式には，全国

各地より多数の受賞者，先生方，保護者の皆様にご参加いただき，誠にありがとうございました。

 昨年度ほどではなくなったとはいえ，新型コロナウィルス感染症への対応が続く中で，受賞者の

皆様のみならず，コンテストにご応募いただいた多数の皆様，またご指導をされた先生方におかれ

ましては，その取り組みや製作過程において，様々なご苦労もあったかと思います。そうした取り

組みを経て応募いただいたことに感謝をすると共に，各応募作品に込められた技術やものづくりへ

の思いを本学会としても大事にしていきたいと考えています。

一般社団法人日本産業技術教育学会は，主催者として，“技術教育創造の世界”をこれまで 24 年

間継続してきました。初回は愛知県でプログラム作品コンテスト，第 2 回目は島根県で木工スキル

コンテストを実施しました。今回のようなエネルギーに関わる作品のコンテストは第 3 回目からで，

徳島県，岐阜県，岩手県，京都府，広島県，東京都，埼玉県，茨城県，大阪府，福岡県，宮城県，北

海道，長野県，静岡県，徳島県，長崎県，新潟県，静岡県，東京都の順に開催されてきました。さら

に二次審査を動画で行う形にし，2018 年からは，全日中創造ものづくり教育フェアとの同時開催で

作品展，表彰式を実施させていただいておりました。文部科学省様はじめご後援いただいておりま

す，各省庁様，団体様，学会様，皆様のご支援，ご協力に改めましてこの場を借りて御礼申し上げま

す。また，昨年同様に，今回も本学会の表彰のみとさせていただきました点，ご理解をいただければ

幸いです。

「エネルギー利用」技術作品コンテストは，技術の活用に重要な働きをしているエネルギーを主

テーマとして，太陽光，化石燃料，電力などのエネルギー源を用いた作品を対象としています。ここ

しばらく，小学校のプログラミング教育の必修化や関連教材の進化に伴い，小学生の作品でもマイ

コン制御や IoT 技術を用いた作品もかなり増加してきました。従来のものづくりと情報技術との融

合の進展を感じております。また，本作品集の各受賞作品の応募用紙をご覧いただくとわかるよう

に，作品製作に取り組んだ児童・生徒の皆さんは，解決したい問題や課題を持ち，いろいろな工夫を

し，試行錯誤しながら，その解決に取り組んでいます。特に昨年度に続き，本年度もコロナ禍に対応

した作品も多数応募されました。このように生活や社会から問題を見出し，解決していく取り組み

は，ものづくり・技術教育にとって大変重要な学びであると考えています。こうした作品製作に取

り組み，技術的な問題解決力を持った児童・生徒の皆さんが 20 年後，30 年後，社会の中心となっ

た時に，様々生じている多くの困難な問題や課題に立ち向かい，それを解決する方法を見いだし，

より良い社会を創り上げてくれることを強く願っています。

本学会では，こうした技術教育のこれからの方向性を，2021 年 11 月に，「次世代の学びを創造す

る新しい技術教育の枠組み」として，まとめ発表をいたしました。この新しい枠組では，技術リテラ
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シー教育の教育内容(スコープ)，技術的な問題発見・解決プロセスのトリプルループモデル，児童生

徒の発達段階に即した技術的な問題発見・解決プロセスの展開，STEM/STEAM 教育に果たす技術

リテラシー教育の役割について提案しています。特に指導者の皆様におかれましては，是非お時間

のあるときにご一読ください。

 諸外国に比べて日本の学校教育における技術教育の時間数が少なく，様々な課題を抱えている我

が国の技術教育ではありますが，本学会は，子どもたちの成長にとっても不可欠であり，これから

の社会にとっても大事な教育として，新しい枠組と共に，技術教育の普及・啓発を続けていこうと

考えております。一般の方々からも技術教育の充実へのご支援を引き続き賜りたいとも願っており

ます。

最後になりましたが，今回の「エネルギー利用」技術作品コンテストでは，コロナ禍で大変な状況

にありながら多くの作品を応募して戴き，大変感謝しております。来年度の技術作品コンテストに

も数多くの応募を戴けますよう，引き続きご協力よろしくお願いいたします。

※日本産業技術教育学会（2021）「次世代の学びを創造する新しい技術教育の枠組み」

https://www.jste.jp/main/data/New_Fw2021.pdf
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ものづくり日本！第 24回技術教育創造の世界 

「エネルギー利用」技術作品コンテスト実施要領 

1. コンテストの目的 
一般社団法人日本産業技術教育学会は，ものづくりや情報を含む技術教育に関わる小・中・高等学校・

高専・大学等の教員や企業等の関係者から構成され，毎年「エネルギー利用」技術作品コンテストを主催
しております。このコンテストは，児童・生徒のみなさんが技術的な視点を持って自発的に「ものづくり」 
に取り組める環境 (機会)を提供すること，ならびに技術(ものづくり)教育に関する国⺠的理解の浸透を
図ることを目的としております。具体的には，技術の活用に重要であるエネルギーの利用を主テーマと
して，各種エネルギー源を利用した作品（プログラムによる計測や制御の利用も含む）について，製作目
的や機能，製作時に用いた材料や加工法 (精度)，機構や力学などの知識，創意・工夫といった観点から
総合的に評価します。 

なお，本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための措置で，学校教育や社会教育
活動が制限されていることから，本コンテストも規模を縮小し実施することと致しました。 

2. 募集の対象 
 小学校，中学校，高等学校，高等専門学校（3 年生以下）の在学中に，個人または団体で製作し，学校
（教師）の確認と推薦を受けた作品を対象とします。小学校，中学校，高等学校の卒業生（卒業後 1 年以
内）または高等専門学校の 4 年生であっても，令和 3 年 3 月までに製作した作品であれば，その後の変
更や改良が加えられていないことを学校（教師）が保証したものに限り応募可能です。今年度の募集期間
は下記のとおりです。 

3. 募集期間  
 令和 3 年 8 月 16 日(月) ~ 9 月 27 日(月)必着 

4. 提出物 

4.1 一次審査の提出物 

 ① 応募用紙：指導された(確認した)先生の証明が必要です。 
 ② 説明その 1：書式(A4 用紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品に利用したエネルギー，製作の動機

や使用目的，作品を製作する上で参考にしたもの，創意・工夫したところなどを図やイラストを上手
く使って，論理的に分かりやすく説明して下さい。  

 ③ 説明その 2：書式(A4 用紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品を動かすための操作の手順や効果
を図やイラストを上手く使って，論理的に分かりやすく記述し，製作した作品の写真を必ず貼り付け
て下さい。なお，二次審査では，この書類に従って制作された作品の動画を審査します。書類提出後
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の追加の説明等には応じかねます。

4.2 二次審査の提出物 

一次審査の通過者は，作品を動かすための操作の手順や効果を説明した 2 分以内の映像を制作し，動
画ファイルを収録した USB メモリを送付いただきます。詳細は事務局より連絡があります。二次審査通
過者は，各賞の授賞対象者となります。１0 月中旬に二次審査通過者に連絡を致します。映像作品の提出
は，11 月末を予定しております。

4.3 作品の製作証明の提出 

授賞対象者は，動画の説明と実際の作品に相違がないことの指導教員または学校⻑による証明を送付
いただきます。その証明の受理を持って授賞を確定いたします。

4.4 作品の提出 

本年度は，作品の展示会を行いませんので作品の提出は不要です。

5. 審査要領
一般社団法人日本産業技術教育学会に設置された審査委員会が「審査の基準」に従って審査します。審

査は，一次審査及び二次審査からなります。一次審査においては，提出して頂いた書類を下記の審査基準
に基づいて審査します。二次審査では，提出書類及び一次審査の結果に応じて応募者から提出された動
画を，下記 5.1 の審査基準ならびに 5.2 に示す観点に基づいて総合的に審査します。

5.1 審査基準 

審査基準(1)：製作の動機や使用目的が明確である。
審査基準(2)：身の回りのエネルギーを利用する作品（プログラムによる計測や制御の利用も含む）に

なっている。
審査基準(3)：作品自体の独創性やその製作過程で工夫し，創造した様子が分かる。
審査基準(4)：作品の仕上がりが丁寧であり，展示するときや作品を操作するときに安全である。
審査基準(5)：作品のアイディアや構造，含まれている技術的な観点が，図や写真などを活用して論理

的に分かりやすく説明されている。

5.2 各賞の選考の観点 

一般社団法人⽇本産業技術教育学会会⻑賞 小・中・高 各 1 点
技術教育研究への寄与が特に顕著である作品
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一般社団法人⽇本産業技術教育学会優秀賞                                   小・中・高 各数点程度 
技術教育研究への寄与が顕著である作品 

一般社団法人⽇本産業技術教育学会優良賞                                   小・中・高 各数点程度 
技術教育研究への寄与がある作品 

一般社団法人⽇本産業技術教育学会奨励賞                                   小・中・高 各若干数   
アイディアが豊かで工夫されている作品  

5.3 審査日  

一次審査 令和 3 年 10 月初旬  オンラインによる書類審査  
二次審査 令和 3 年 12 月初旬  オンラインによる作品映像審査 
 

6. 受賞作品の表彰式 

日時: 令和 4 年 1 月下旬（オンラインでの表彰式を予定） 
 

7. 受賞作品の展示会 

日時: 令和 4 年 1 月下旬（オンラインでの表彰式で公開を予定） 
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2021 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

ものづくり日本！ 第 24 回 技術教育創造の世界「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

応 募 用 紙 

 日本産業技術教育学会が主催する「エネルギー利用」技術作品コンテストに下記の作品を応募します。

なお，提出書類は日本産業技術教育学会等が行う今後の技術教育の普及活動に利用して差し支えありません。

作品名：  

製作時の学校名
（ ふ り が な ）

： 

学校種別（○で囲む）： 小学校 中学校 高校 高専 学 年：    年（前年度3年は前3と記入） 

（ふりがな） 

応募者名：お名前 

※個人、または団体（全員の氏名を記入する）

本作品の他のコンテストの受賞歴：   

※指導された先生やクラス担任などの先生は，児童・生徒が在学中に製作した作品であることをご確認いただき，記入・

捺印をして下さい。

指導された（確認した）教員：氏名
印
  学校名 

都道

学校所在地：〒  府県

学校連絡先：Tel Fax

教師連絡先：Tel Fax

Ｅメール  ：     ＠   

※審査等のやり取りは全てEメールで行いますので，必ず責任を持って対応可能な教師もしくは保護者のEメール

アドレスをご記入下さい。
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2021 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

【説明
せつめい

その１】 以下
い か

の項目
こうもく

にしたがって，作品
さくひん

を説明
せつめい

して下
くだ

さい。

説明
せつめい

には写真
しゃしん

や図
ず

やイラスト等
など

をうまく使
つか

って，わかりやすく記述
きじゅつ

して下
くだ

さい。

作
さ く

品
ひ ん

名
め い

：    都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

  市
し

町
ちょう

村
そん

学
がっ

校名
こうめい

：  学年
がくねん

：   年 個
こ

人名
じんめい

１．作品
さくひん

に利
り

用
よう

したエネルギー（最
もっと

も当
あ

てはまる内容
ないよう

を○で囲
かこ

む）

 風
ふう

力
りょく

・太陽光
たいようこう

・電
でん

力
りょく

・バイオ・その他
た

のエネルギー（ ）

２．製作
せいさく

の動機
ど う き

や使
し

用
よう

目的
もくてき

（アイデアを思
おも

いついたきっかけや理
り

由
ゆう

など：いつ，どこで，どのように，など）

３． 作品
さくひん

を製作
せいさく

する上
うえ

で参考
さんこう

になったもの（本
ほん

やインターネットの情報
じょうほう

など）

４．作品
さくひん

を作
つく

る動機
ど う き

（きっかけ）や目的
もくてき

を解
かい

決
けつ

するために工
く

夫
ふう

や創造
そうぞう

したところ（アイデアのくわしい説明
せつめい

）
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2021 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

【説明
せつめい

その２】 以下
い か

の項目
こうもく

にしたがって作品
さくひん

を説明
せつめい

して下
くだ

さい。説明
せつめい

には写真
しゃしん

や図
ず

やイラスト等
など

をうまく使
つか

って， 

        わかりやすく記述
きじゅつ

して下
くだ

さい。指定
し て い

された位置
い ち

に作品
さくひん

の写真
しゃしん

（複数
ふくすう

可
か

）を必
かなら

ず貼
は

り付
つ

けて下
くだ

さい。 

 

作品
さくひん

の大
おお

きさと重 量
じゅうりょう

：縦
たて

       m  横
よこ

       m  高
たか

さ       m  重
おも

さ       g 
 

５．作品
さくひん

を動
うご

かすための操作
そ う さ

の手
て

順
じゅん

や効果
こ う か

（使
つか

い方
かた

，遊
あそ

び方
かた

，何
なに

ができるようになったか，などの説明
せつめい

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．作品
さくひん

の写真
しゃしん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
うえ

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 

側面
そくめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 正面
しょうめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 
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主催 一般社団法人日本産業技術教育学会

第24回技術教育創造の世界

「エネルギー利用」技術作品コンテスト

募集期間
2021年8月16日（月）～ 9月27日（月）必着

対象
小学校，中学校，高等学校，高等専門学校（3年生以下）

2020年度も多くの作品をご応募いただきました

主催 一般社団法人日本産業技術教育学会
共催 全日本中学校技術・家庭科研究会 他（依頼中）
後援 文部科学省 経済産業省 特許庁 中小企業庁

国立研究開発法人科学技術振興機構 他多数（依頼中）

https://www.jste.jp/main/
コンテストの情報提供

日本産業技術教育学会Webサイト（http://www.jste.jp/main）にて

2020年度
学会長賞

小学校：自動開閉フェースシールド

中学校：自動窓開閉器
高校：有線・無線変更可能

水中ドローン

表彰式と展示：2022年1月下旬（オンライン開催を予定）
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ものづくり日本！ 

 

第２4 回 技術教育創造の世界 

「エネルギー利用」技術作品コンテスト 
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第 24 回技術教育創造の世界 
「エネルギー利用」技術作品コンテスト実施報告 

 
第 24 回エネコン実行委員会 実行委員長 門田和雄（宮城教育大学） 

 

1．はじめに 

小学生・中学生・高校生・高専生を対象とした

「エネルギー利用」技術作品コンテスト（略称：エ

ネコン）を，技術教育の啓発普及として（一社）日

本産業技術教育学会が取り組む意義は大きいと考え

ます。2021 年度は，2020 年度に引き続き，新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための措

置で，学校教育や社会教育活動が制限されたことか

ら，昨年度と同様に規模を縮小して実施しました。 
本年度も，一次・二次審査とも，また表彰式及び

作品の紹介もオンラインで実施しました。各賞につ

いても，日本産業技術教育学会に関連する賞のみと

しました。 
一次審査はWeb上においた申請書を，二次審査は

Web 上で応募者が作品の仕組みや工夫点を説明した

動画を 6 名の学会理事が審査しました。さらに，

2022 年 1 月 23 日にオンラインによる表彰式と作品

紹介を実施しています。受賞者やその保護者，指導

者を含め全国各地から多くの参加者がありました。 

2．第 24 回エネコンの作品応募・審査の状況 

第 24 回エネコンは昨年実施できなかった団体に

よる応募を復活させて，個人による応募とともに実

施いたしました。応募作品の総数は，前年度の 78
点から若干減少し 62 点でした。これらのうち一次

審査通過作品は 53 点であり，これらのうち二次審

査には 23 点が進み，最終的には動画提出ができた

21 点（小学校 7 点，中学校 9 点，高等学校 5 点）に

ついて二次審査を行いました。審査は提出された動

画を見て，①独創性・工夫・創造，②動機，使用目

的，③エネルギーが利用されているか，④論理的な

説明や仕上がり，⑤安全性などの観点から点数化を

して判定しました。昨年に引き続き，丁寧に編集さ

れた動画が集まり，実際に動いている様子などを確

認できました。 

3．表彰式・作品紹介の様子 

表彰式は，事前に受賞したことを応募者に知らせ

ておいたことから，オンラインによる実施ではあり

ましたが，全国から多くの受賞者及びご家族，指導

された先生方にご参加いただき，盛大に開催できま

した。また，学会員にも事前に告知したことで，大

学の教員や学生，各校種の教員の参加もみられまし

た。表彰式は，学会長挨拶，事務局からの審査概要

説明，各賞の授与と動画の紹介，受賞者のコメント

で構成されました。賞状を画面に表示し，学会長よ

り読み上げ，作品の動画を紹介，その後，製作者か

らコメントをいただきました。 
校種ごとの受賞数及び学会長賞受賞作品は次の通

りです。 
○学会長賞３件 
（小学校：１件，中学校：１件，高等学校：１件） 

○優 秀 賞５件 
（小学校：２件，中学校：２件，高等学校：１件） 

○優 良 賞６件 
（小学校：２件，中学校：３件，高等学校：１件） 

○奨 励 賞７件 
（小学校：２件，中学校：３件，高等学校：２件） 

4．おわりに 

本年度も，感染症の収束が見えないなかでの開催

になり，応募者の皆様もさまざまな困難のなか，取

り組まれたことと思います。表彰式ではお互いの受

賞作品を共有して刺激を受けることができたことと

思います。今後もぜひ身の回りのちょっとした問題

に対して，エネルギーを利用して解決に取り組んで

もらえると嬉しいです。 
本年度も，多く方々のご支援とご協力で，エネコン

を無事開催・運営できました。関係の皆様には，改め

て深く感謝申し上げます。今後も本コンテストにご支

援・ご協力をお願いいたします。 
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2021 年度 「エネルギー利用」技術作品コンテスト 表彰一覧 

応募総数：62 点 一次審査通過作品：計 23 点（小学校 7 点：中学校 10 点：高校 6 点）

二次審査通過作品：計 21 点（小学校 7 点：中学校 9 点：高校 5 点） 

受賞作品：計 21 点（小学校 7 点：中学校 9 点：高校 5 点） 

一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

つまようじそろえ～

る 

愛知県 刈谷市立住吉小学校 6 花岡壮磨 

密を感じ取って換気

を行う装置 

広島県 広島市立日浦中学校 3 日浦中学校総合文化部技術班 

自動車廃品を利用し

た階段掃除ロボット

の製作 

山形県 山形県立村山産業高等学校 3 機械探究部 

一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

自動糸巻き機「イット

君」 

長野県 長野市立古牧小学校 6 松木孝太朗 

自動エサやり機 長野県 信州大学教育学部附属長野

小学校 

5 手塚隆平 

ケーキ等分カッター 神奈川

県 

桐蔭学園中等教育学校 前

3 

山内悠 

後付け照明器具コン

トローラ

広島県 広島市立幟町中学校 3 吉岡優作 

体温の熱エネルギー

を利用して発電する

スツール型熱電発電

機 

長崎県 長崎県立長崎西高等学校 2 北田一真 

一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞 
作品名 地域 学校名 年 個人名 

全天候型発電機 愛知県 刈谷市立亀城小学校 4 清水翔馬 
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水とエアーのハイブ

リッド発電機

愛知県 刈谷市立亀城小学校 5 久米彩峰 

温度センサー付き地

球に優しい卓上ミニ

クーラー

長野県 高森町立高森中学校 2 壬生照覚

お助け IoT ポスト 愛知県 刈谷市立刈谷南中学校 1 黒野莉果子 

太陽を追いかける太

陽光発電機「ひまわり

君」 

長野県 松本市立梓川中学校 2 奥川颯太 

非接触型体温計 熊本県 熊本県立天草工業高等学校 3 赤城雅，荒木玲耶，泉海斗，小林晃

嘉，辻快，新納進之介，野島弘翔 

一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

新聞があるかないか

を楽しく教えてくれ

る新聞受け 

長野県 小布施町立栗ガ丘小学校 5 荒井智博 

無線でつなぐペダル

式スマイルポスト 

長野県 信州大学教育学部附属松本

小学校 

5 髙木千聡 

微生物燃料電池 沖縄県 琉球大学教育学部附属中学

校 

1 大城輝真 

見ず（水）知らずでは

守れない！『一家に一

台 防災カーポート』 

長野県 長野県屋代高等学校附属中

学校 

1 宮澤希成 

消毒お知らせさん♪ 山口県 岩国市立由宇中学校 3 末谷明香 

LED が点灯しながら回

転！光る単極モータ 

その 3 

福岡県 祐誠高等学校 3 祐誠コロキウム 

プラズマボールで発

電？環境発電カーの

製作 

福岡県 祐誠高等学校 3 祐誠コロキウム 
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞

‐27‐



一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞

‐29‐



一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞
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協賛・協力企業一覧

(五十音順)

株式会社トップマン 

日本製鉄株式会社 

久富電機産業株式会社 

山崎教育システム株式会社 

優良教材株式会社 
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